第３４回運営委員会概要
日　時　　平成２２年２月２２日（月）　午後６時３０分～午後８時４０分
場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室
出席者　　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、川田弘教、山田耕一、平田和弘、平田誠治、前野利一
事務局　　武田企画グループ総括主幹、沼田政策推進グループ兼企画グループ主査、千葉企画グループ主査
議事項目
○審議事項
　　第１号　市民自治フォーラム開催について
○その他報告

　　運営見直し委員会報告

　　
配付資料
　①運営委員会式次第
　②第３回登別市民自治フォーラム実施要領（第１部会）

　③第３回登別市民自治フォーラム案（第１部会）

　④第３回市民自治フォーラムアンケート（第１部会）
　⑤第３回登別市民自治フォーラム基調講演会資料（第１部会）
　⑥第３回登別市民自治フォーラム会場（第１部会）

　⑦第３回登別市民自治フォーラム作成物等チェックリスト（事務局）

　⑧第３回登別市民自治フォーラム会場（第１部会）

　⑨論説　地域に協働の場を（第１部会）

　
１　会長からの情報提供

◆　登別市民活動センターを利用する団体として市民自治推進委員会を登録したいと考えている。申込みについては会長に一任いただきたい。
　～　了承

◆　市民活動センターのあり方について検討してきた市民活動センター設置検討委員会に市民自治推進委員会の代表として参画したが、市民活動センターがオープンするにあたり、その運営について協議するため組織する市民活動センター運営委員会への参画を要請されましたので、引き続き田中が参画することとしたい。

　～　了承

◆　市制４０周年記念事業の（仮称）登別市民フェスティバルが今年度開催されることになり、市内団体が集まり、開催内容や手法について協議している。

（仮称）登別市民フェスティバル実行委員会の事務局長から市民自治推進委員会も、フェスティバル実行委員会へ参加していただくよう要請された。
参加する場合には、実行委員会委員として１名、総務・企画委員会委員として１名の選出もお願いしたいとのことであった。このフェスティバルには多くの市内団体が参加するので、市民自治推進委員会としても他団体とのつながりをもつ良い機会だと思う。

◆　この実行委員会は市民団体で構成されているもので、平成２２年度が市制４０周年にあたることから、本フェスティバルは市制４０周年の冠が付きますが、市が事業として行うものではなく、市民団体自らが、市民団体が横のつながりを持って実施するもので次年度以降も継続的に実施することになっている。市民自治推進委員会にも参加の依頼がありましたが、ただお手伝いをするのではなく、何をできるのか検討し、主体的に参加するように望まれている。（事務局）

◆　継続する意味はなにか。

◆　団体と団体のつながりを持つことと、登別を代表するイベントにしたいという思いから継続実施が提案されている。（事務局）

　～　（仮称）市民自治フォーラムへの参加了承。実行委員会委員、総務・企画委員会委員は田中会長が兼務して登録することとする。

２　市民自治フォーラムの開催について

◆　参加者数の確認をしたい。
◆　報告いただいたのは参加２８名、欠席７名。内市民自治推進委員会委員は１３名、市民自治推進委員会委員以外が１５名となっています。（事務局）

◆　出席者は５０人を目指したい。皆さんの声かけをお願いしたい。

◆　フォーラムの作業スケジュール、役割分担を確認します。

　　当日までの準備については、

○　講師との折衝　第１部会

　○　市職員、市議会関係、各種団体との折衝　二役

　○　当日の資料作成　第１部会
　○　会場設営　市民自治推進委員会全員

　○　資料の印刷　事務局

　○　参加者名簿作成　関、事務局

　　となります。なお、当日、市長は公務により欠席します。

　　参加人数を確保するため、各部会及び部会員以外に声をかけ、２月末までに参加者を事務局に報告してください。

　　３月７日当日については、

　○　講師出迎え　田中会長、合田

　○　講師をホテルへ　合田、関

　○　受付、参加者確認　第３部会、第４部会

　○　ワイヤレスマイク　第５部会

　○　席札管理、席への案内　鎌田

　○　司会進行　木村

　○　会計　第６部会（昨年度の残金は三澤委員に確認）

　○　基調講演等のテープ起こし　合田、平田誠治（カセットテープ事務局用意）

　○　写真　事務局

　　とします。

　　　当日のスケジュールについては、

　○　１０：００　市民会館に全員集合、会場設営

　○　１２：００　受付

　○　１３：００　開会

　○　１３：０５～１４：３５　基調講演

　○　１４：４０～１５：４０　ワークショップ

　○　１５：４０～１６：１０　ワークショップ各グループ発表

　○　１６：１０～１６：２５　講師による講評

　○　１６：２５　閉会

　　とします。（木村）

基調講演資料について

◆　本日配付した「第３回登別市民自治フォーラム基調講演会資料」について、開催要項、講師プロフィール、レジメ、略年表、講師作成資料（A３折込）を加え、作成しなおすこととします。

アンケート案について

　　～　第１部会作成のアンケート案について、（８）お住まいの欄は削除する。

ワークショップの進め方について

◆　ワークショップはグループ討議とし、１グループ４、５名で行う。

　　協議内容は基本的に講演内容を元にすることにするが、グループの進行を行うファシリテーターは、参加者が話しやすい雰囲気をつくり、十分な発言を引き出し、相手の立場を思いやって行うことが大事。参加者に市民自治推進委員会に対する関心をもっていただくように進めて欲しい。

◆　ワークショップの記録や発表といった役割分担は行うのか。

◆　当日、メンバーが決まってからワークショップ内で決める。

◆　ワークショップの実施前に、総合司会の木村副部会長から大まかな仕組みを説明して欲しい。

交流会について

◆　本日出席者のうち、交流会に参加できる人は、田中、木村、合田、関、鎌田、山田耕一、平田和弘、平田誠治、前野の９名。それ以外に市民自治推進委員会から参加したい人がいれば第３部会の山田部会長に連絡のこと。

その他

◆　フォーラムが長くなるので会場にお茶を用意することにし、買出し等は鎌田委員が担当する。

◆　市民自治フォーラムの資料等のデータは今週中に事務局に送付する。
◆　アンケートの集約は第４部会が行う。

３　各部会報告

◆　市民フォーラム及び運営見直し委員会について協議。（第１部会）

◆　第２部会の今後のテーマについて協議。（第２部会）

◆　子育てをテーマとすることとして、進め方を検討中（第３部会）

◆　全市観光の可能性を協議。若山・新生地区の勉強会実施。新たなテーマの検討を次回行う。（第４部会）

◆　部会を開催していない。（第５部会）

◆　部会を開催していない。文化・スポーツのテーマなど、市民フェスティバルの各団体と話してみたいと考えている。（第６部会）

４　見直し委員会報告

◆　今まで３回開催。１回目はフリートーク、２回目は各委員の考えについて資料提供、３回目は資料に基づき検討を行った。次回以降、具体案に近づきたい。

◆　見直し委員会の名称を運営見直し委員会とした。メンバーは、田中会長、木村副会長、平委員、瀧川委員、山田正幸委員、合田委員、関委員で構成している。もう少し情報交換をして骨格を作りたい。

５　次回議案の確認
　審議事項　
　　○市民自治フォーラムの事業報告について

　　○平成２２年度全体会議について

６　その他

◆　平成２１年１１月１日から１１月３０日にかけてパブリックコメント制度に係るパブリックコメントを実施し、４件の意見をいただいた。いただいた意見の回答を広報３月号に掲載するので確認していただきたい。

パブリックコメントの実施要綱が３月１日より施行される。今後、対象案件については市のホームページや各施設への資料の据え置きを行うので、ご意見を頂きたい。（事務局）
　

７　次回運営委員会開催日時
◆　日時：平成２２年４月１日（木）　１８時３０分～
　　場所：市役所　２階　第２委員会室
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